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対象地域

豊後⼤野‧⽵⽥市 コアメンター‧チームメンター

豊肥地区の裸子

タイトル名

THE 移住ing! 
移住にグラデーションを！

THE 移住ing

⻄⽥ 稔彦



チーム紹介

私たちの「How Might We」

豊後⼤野‧⽵⽥Bチーム 10名

地域の現状 地域の課題

対象地域

解決策

滞在型‧体験型観光を提供
◎ユーザー
 ⽥舎への移住を考えている⼈

豊後⼤野‧⽵⽥市

将来的な地域ビジョン

メンバー属性 会社員、⾃営業、⼤学⽣等
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どうすれば私たちは、いずれは移住者
になる観光客を受け⼊れる暮らし⽅に
ついての共創体験をデザインできるだ
ろうか

移住決定までにかかるあらゆるハードルを下げる
⽥舎への移住を考えている⼈と繁忙期に⼈⼿が不⾜している地域事業者を繋げる

宿泊客減‧地域の存続、⼈⼿不⾜観光資源が少ない、アクセスが悪い



The 移住ing



THE 移住ing! 観光と移住にグラデーションを！
⼈は何を理由に移住を決めるのだろうか。「明⽇から移住」そんな突発的
には発⽣しない。徐々にその町を体験し、⼈を知り、気づいたら移住して
しまっているのかもしれない。そんな、移住進⾏形のグラデーションの⼀
部を担いたい。

廃校を利⽤！移住体験マッチングサービス
廃校を使った宿泊施設と農家と提携を結
び、移住決定までにかかるコストを軽減
させることで、移住へのハードルを下げ
ると共に、宿泊施設利⽤客減少問題、農
家の⼈⼿不⾜問題を解決させる。



（1）私たちの「How might we?」ができるまで 
● 豊後⼤野‧⽵⽥地域は⼈⼿不⾜に対して深刻な課題。アクセス悪い。
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● 観光という視点だけでなく、移住と観光のはざまのニーズがあるのでは？

「どうすれば私たちは、いずれは移住者になる観光客を受け⼊れる暮らし
⽅についての共創体験をデザインできるだろうか？」

● 地域を知る⾜がかりを探している⼈ 
             vs 繁忙期に⼈⼿が不⾜している地域事業者

● 「The 移住ing」半⽇アルバイト、半⽇フリー スタイル（仕事と観光）



（２）「How might we?」に対する私たちのアイデア

廃校を利⽤したい！農業体験したい！実際に住む時をイメージした体験
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データ‧デジタルを活⽤した解決策
 →地域を観光する際に、GISサーベイ（アンケート結果を位置情報と  
紐づけて地図にする）を使ってもらう

デジタルマガジンの作成
 →noteにて、体験で感じたこと等を発信



GISGIS
⽬的
1.個⼈が思う豊後⼤野‧⽵⽥のすばらしい場所と説明の収集
2.豊後⼤野‧⽵⽥のすばらしい場所のオープンデータ化

使⽤ツール：Google Map

ルール
2件以上の投稿をする

      GISサーベイ



プロトタイプアイデア
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廃校を利⽤！移住体験マッチングサービス
廃校を使った宿泊施設と農家と提携を結び、移住決定までにかかるコ
ストを軽減させることで、移住へのハードルを下げると共に、宿泊施設
利⽤客減少問題、農家の⼈⼿不⾜問題を解決させる。

ターゲット

参加費

：九州圏外の⽅

：1万円

サービス ：1泊2⽇宿泊 2⾷付
 農業体験
 観光



プロトタイプアイデア

5

宿泊場所 あ祖⺟学舎



プロトタイプアイデア
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受⼊農家 あ祖⺟学舎レンタカー
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プロトタイプアイデア
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熊本空港到着12:00

あ祖⺟学舎 到着18:00

⼣飯 19:00

就寝 23:00

起床06:00

農業体験START08:00
朝⾷ 07:00

DAY1 Sat. DAY2 Sun.

⾃由解散12:00観光
GISサーベイ利⽤必須

21:00 サウナ体験 

感想
note+



プロトタイプアイデア
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受け⼊れ農家

⽵⽥倉⽊地区

●トマト農家●ピーマン農家

●カボス農家
エコファーム21

⽵⽥荻地区



（3）アイデアのプロトタイプ実証

APU学⽣が実際に豊後⼤野市でのツアープログラム体験
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◆1st DAY 椎茸農家焚⽕体験 ◆2nd DAYサウナ体験



（4）プロトタイプの検証
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普段の学⽣⽣活では体験できないことでとても新鮮だった。
今後も続かせていくためになにか具体的に対策を考えなければならな
いと感じさせられた。

野外で⽕を使って調理する体験は新鮮で楽しかった。
特に、そこら辺の枝をでマシュマロを焼く経験は、キャンプっぽくて
楽しかった。

収穫体験が出来なかったのは残念だった。



（4）プロトタイプの検証
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サウナには普段⼀⼈で⾏くことが多いが、仲間達とサウナに⼊るとい
う体験は、この共創体験の場がなかったら⼀⽣なかったのだろうなと
思うと⾮常に思い出深い経験となった。

今回の共創体験では、頭で考えていたことを実際に体験してみること
で新たな発⾒、想像していたことと全く違うこと、体験したからこそ
得られた気づきがあった。
また、実際に体験したことで⾃分事のように感じられるようになった
ことは⼤きな収穫だと感じている。





損益分岐点



（5）これからの私たちの活動について

‧移住に興味を持っている⼈と地域の⼈が繋がる
 コミュニティがある
‧繁忙期の⼈⼿不⾜解消
‧地域住⺠が知る観光資源の発信
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 ‧プロトタイプの実証
  →実際にお客様を受け⼊れてみる
  （⽬標：2組 来年7⽉まで）
  →あ祖⺟学舎にアイデアを譲渡
 ‧情報発信
  →Instagramの作成

事業⽬標

地域⽬標


